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熊
野
に
国
宝
が

　
京
都
に
あ
る「
陽
明
文
庫
」。

昭
和
初
期
に
総
理
大
臣
を
３
度

務
め
た
近
衞
文
麿
が
、
代
々
伝

わ
る
資
料
の
保
存
と
継
承
の
た

め
に
設
立
し
た
特
殊
図
書
館
で

す
。
今
回
、
約
20
万
余
点
の
貴

重
な
歴
史
資
料
の
中
か
ら
、
陽

明
文
庫
が
所
蔵
す
る
全
て
の
国

宝
８
件
と
、
重
要
文
化
財
９
件

を
含
む
約
50
件
を
筆
の
里
工
房

で
展
示
し
ま
す
。

　
広
島
県
に
は
、
現
在
、
国
宝

が
26
件
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら

の
多
く
は
、
寺
院
な
ど
の
建
造

物
や
刀
で
す
。
書
跡
、
絵
画
と

し
て
は
、
平
家
納
経
を
含
む
３

件
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
、

熊
野
に
国
宝
が
８
件
も
展
示
さ

れ
る
の
で
す
か
ら
、
見
逃
す
訳

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

千
年
前
の
日
記

　
藤
原
道
長
と
い
え
ば
、「
こ

の
世
を
ば
　
わ
が
世
と
ぞ
思
ふ

望
月
の
　
欠
け
た
る
こ
と
も
　

無
し
と
思
へ
ば
（
今
、
私
は
す

べ
て
満
た
さ
れ
た
状
態
な
の
で
、

こ
の
世
を
私
の
た
め
の
世
だ
と

思
う
）」
と
詠
む
ほ
ど
、
権
力

の
頂
点
を
極
め
た
平
安
時
代
の

人
物
と
し
て
有
名
で
す
。
そ
の

道
長
が
書
い
た
日
記
が
、
陽
明

文
庫
に
残
っ
て
い
る
国
宝
「
御

堂
関
白
記
」
で
す
。
５
月
号
の

コ
ラ
ム
で
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
の
最
高
権
力
者
が

陽明文庫　収蔵庫

特
別
展

　陽
明
文
庫
・
国
宝
展

　ー
近
衞
家
一
〇
〇
〇
年
の
至
宝
ー

時
10
月
３
日
㈰
〜
11
月
14
日
㈰

自
ら
書
い
た
日
記
で
、
し
か
も

26
巻
21
年
間
分
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
写
本
で
は
な
く
現
物

そ
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
、
日

本
で
最
古
の
日
記
で
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
国
民
の
宝
、

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
千
年
も
の
長
い
年
月

を
経
て
、
よ
く
今
日
ま
で
伝

わ
っ
た
も
の
で
す
。

息
子
を
気
遣
う
父
親

　
こ
の
日
記
に
は
、
日
々
の
政

務
、
儀
式
、
天
気
の
こ
と
な
ど

が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
１
つ

興
味
深
い
記
事
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　
長
保
６
（
１
０
０
４
）
年
２

月
６
日
の
条
の
裏
に
、
和
歌

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
当
日
、
大
雪
が
降
っ
た
た

め
、
前
日
の
５
日
に
奈
良
の
春

日
大
社
に
出
向
い
た
息
子
、
頼

通
を
心
配
し
て
詠
ん
だ
も
の
で

す
。
仮
名
で
和
歌
が
書
か
れ
て

い
る
こ
と
も
大
変
め
ず
ら
し
い

の
で
す
が
、
父
親
の
心
情
が
和

歌
に
表
さ
れ
て
お
り
、
道
長
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

近
衞
と
藤
原
の
関
係

　
な
ぜ
「
近
衞
家
」
に
伝
わ
る

家
宝
の
中
に
「
藤
原
家
」
の
道

長
の
歴
史
資
料
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。
実
は
、
も
と
も
と
近

衞
家
は
藤
原
の
姓
な
の
で
す
。

　
祖
先
は
、
飛
鳥
時
代
の
政
治

改
革
「
大
化
の
改
新
」
で
功
績

を
上
げ
た
中
臣
鎌
足
。
天
智
天

皇
か
ら
藤
原
の
姓
を
賜
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

後
、
平
安
時
代
に
は
、
藤
原
氏

一
族
が
権
力
を
握
り
、
貴
族
は

藤
原
氏
ば
か
り
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
、

名
字
を
つ
け
て
区
別
し
た
際
、

長
男
の
家
系
を
継
い
だ
の
が
近

衞
家
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

近
衞
家
は
貴
族
の
中
で
一
番
に

家
格
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

雅
な
美
し
い
調
度
品

　
こ
の
よ
う
に
、
天
皇
に
一
番

近
い
貴
族
と
し
て
、
政
治
の
中

枢
、
つ
ま
り
日
本
の
歴
史
に
関

わ
り
続
け
た
か
ら
こ
そ
、
近
衞

家
・
陽
明
文
庫
に
は
、
そ
の
時

代
ご
と
に
交
遊
の
あ
っ
た
文
化

人
や
天
皇
な
ど
の
書
や
絵
画
、

国宝　御堂関白記

藤原鎌足像（部分）

御
堂
関
白
記
　
長
保
６
年
２
月
６
日
条
　
裏
書
（
部
分
）
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手
鑑
と
は
、
古
い
書
の
切
れ

端
を
集
め
て
ア
ル
バ
ム
の
よ
う

に
折
帖
に
貼
っ
て
観
賞
す
る
も

の
。
和
歌
集
、
手
紙
、
写
経
な

ど
が
数
行
ず
つ
貼
っ
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
が
、
鏡
を
開
く
よ

う
に
、
手
軽
に
鑑
賞
で
き
る
こ

と
か
ら
、
手
鑑
と
呼
ば
れ
ま
す
。

安
土
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
に
か

け
て
、
貴
族
や
武
士
の
間
で
流

行
し
ま
し
た
。
こ
の
時
代
に
は
、

す
で
に
古
い
書
を
鑑
賞
す
る
文

化
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
陽
明
文
庫
に
あ
る
手
鑑
は
、

１
ペ
ー
ジ
が
縦
約
46
㎝
、
横
約

62
㎝
も
あ
る
大
き
な
手
鑑
で
、

奈
良
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て

の
古
い
書
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
よ
く
こ
の
よ
う
な
古
い
書
は
、

１
点
だ
け
で
も
掛
け
軸
に
し
て

鑑
賞
し
た
り
、
お
茶
席
に
掛
け

た
り
し
て
大
切
に
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
大
手
鑑
の
中
に
は
、
た
く

さ
ん
の
古
い
書
が
ア
ル
バ
ム
上

に
貼
っ
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
そ
の
価
値
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
手
鑑
は
鑑
賞
と
と
も

に
、
書
の
手
本
に
も
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
で
も
、
印
刷
で
は
あ

り
ま
す
が
、
昔
の
書
の
達
人
た

ち
の
筆
跡
を
手
本
に
勉
強
す
る

こ
と
は
書
道
の
基
本
で
す
。

　
国
宝
の
手
鑑
は
、
他
に
京
都

国
立
博
物
館
や
出
光
美
術
館
な

ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

陽
明
文
庫
の
大
手
鑑
は
、
質
、

量
共
に
こ
れ
ら
に
比
肩
す
る
逸

品
で
す
。

特別展　陽明文庫・国宝展
　― 近衞家１０００年の至宝 ―

貴
重
な
歴
史
資
料
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
雅
や
か
な
調
度
品
が

あ
る
の
も
今
回
の
見
所
の
１

つ
で
す
。
古
い
書
を
集
め
て

貼
っ
た
国
宝
「
大
手
鑑
」（
下

記
コ
ラ
ム
参
照
）、
美
し
い
唐

紙
に
和
歌
と
漢
詩
が
書
か
れ
た

国
宝「
倭
漢
抄
」（
表
紙
参
照
）、

天
才
絵
師
、
狩
野
探
幽
が
見
事

に
描
写
し
た
「
宇
治
拾
遺
物
語

絵
巻
」、
奇
才
の
書
家
、
近
衞

信
尹
の
豪
放
な
書
を
散
り
ば
め

た
「
源
氏
物
語
和
歌
色
紙
貼

交
屏
風
」、
金
地
に
人
気
絵
師
、

酒
井
抱
一
が
描
い
た
「
四
季
花

鳥
図
屏
風
」
な
ど
は
圧
巻
で
す
。

か
わ
い
ら
し
い
御
所
人
形（
表

紙
参
照
）、
賀
茂
人
形
も
あ
り

ま
す
。

　
た
と
え
何
が
書
い
て
あ
る
か
、

内
容
や
時
代
背
景
を
知
ら
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
千
年
に
及

ぶ
日
本
の
歴
史
の
重
み
、
雅
な

貴
族
文
化
の
世
界
を
、
き
っ
と

肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。「
国
宝
」
と
さ

れ
、
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
大

切
に
さ
れ
、
時
代
を
越
え
て
伝

え
ら
れ
て
き
た
も
の
に
は
必
ず

力
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■
イ
ベ
ン
ト
■

●
講
演
会

時
10
月
９
日
㈯
午
後
１
時
〜
３

時
100
人
（
要
申
込
）

無
料
（
要
入
館
料
）

●
国
宝
に
挑
戦

時
10
月
10
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

午
、
10
月
31
日
㈰
午
後
１
時
半

〜
３
時
半

各
回
20
人
（
要
申
込
）

１
千
500
円
（
要
入
館
料
）

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

時
会
期
中
の
土
、
日
曜
日
（
10

月
９
日
㈯
は
除
く
）
①
午
前
11

時
〜
②
午
後
１
時
半
〜
（
各
回

20
分
程
度
）

無
料
（
要
入
館
料
）

●
鍾
聲
庵
呈
茶
‐
上
田
宗
箇
流

時
会
期
中
の
日
曜
、
祝
日
午
前

10
時
半
〜
午
後
３
時

400
円
（
要
入
館
料
）

●
陽
明
文
庫
展
期
間
中
の
入
館
料

　
大
　
　
人
　
800
円

　
小
中
高
生
　
250
円

　
幼
　
　
児
　
無
料

※
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
員
は
無
料
で
す

●
入
館
料
の
町
内
割
引

　
町
内
に
在
住
の
人
は
、
筆
の

里
工
房
で
住
所
、
氏
名
を
所
定

の
用
紙
に
記
入
し
て
い
た
だ
く

と
、
特
別
料
金
で
入
館
で
き
ま

す
。

　
大
　
　
人
800
円
↓
300
円

　
小
中
高
生
250
円
↓
150
円

※
社
会
見
学
は
無
料
で
す

▼
大お
お
て
か
が
み

手
鑑
（
国
宝
）

「
陽
明
文
庫
・
国
宝
展
」
コ
ラ
ム
６

←

 

大
手
鑑
（
国
宝
）

四季花鳥図屏風　酒井抱一筆（右隻）


